
２０２６年度 通常総会後の会員懇親パーティー 間野会長ご挨拶 

（２０２６年６月４日（木） 於赤坂インターシティ コンファレンスセンター） 

 

一般社団法人日本産業車両協会 

 

日本産業車両協会会長を務めております、株式会社ロジスネクストの間野です。 

２０２６年度総会後の会員懇親パーティーの開会にあたり、協会を代表して、一言ご挨

拶申し上げます。 

 

本日はご多用の中、多くの皆様においでいただき、誠に有難うございます。 

ご来賓として、日頃よりご支援ご指導を頂戴しております関係諸官庁より、経済産業省 

自動車課 伊藤課長様、国土交通省 車両基準・国際課 猶野課長様、同じく国土交通省 審

査・リコール課 堀江課長様にご出席いただいております。 

公務ご多忙の中、大変有難うございます。 

後ほど、来賓を代表して伊藤様にご挨拶を頂戴いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。また、会員各位、そして関係団体からも多数ご出席いただき、御礼を申し上げます。 

 

さて、まず昨年度の業界の状況ですが、産業車両の国内生産金額は５年連続で増加と堅

調に推移しております。 

昨年はトランプ関税が突如実施されましたが、日本経済には懸念されていたほど大きな

影響は生じなかったとみなされております。なお、産業車両の主力機種であるフォークリ

フトはアメリカ市場向けのほとんどがすでに現地生産になっております。そのため、完成

品として輸出されている製品に比べると、この関税のインパクトは小さいと言うこともで

きますが、部材の調達はアメリカ以外からの輸入もありますので、こうした面ではコスト

アップ要因となりました。ただ、この点はアメリカ企業も条件は同じと言うこともできま

すので、アメリカ企業にとっても必ずしもプラスとなった政策ではないと考えます。 



さて、産業車両は、物流における、輸送と輸送を、結び・つなげる「結節点」で、運搬

や荷役といった作業を効率化、そして自動化させる製品です。 

政府の「ＡＩロボティクス戦略」でも、製造業や倉庫業での「搬送」が、ＡＩロボティ

クス技術が活用できる場として注目されており、経済産業省からもＡＧＶやＡＭＲといっ

た無人搬送車にご関心をお寄せいただいているところです。 

この産業車両の自動化については、実はすでに５０年以上ほど前から実現できており、

近年では、さらに複雑な作業への対応や、作業速度の向上が達成できておりますので、よ

り一層の技術革新や、製品・ソリューションの拡大により、幅広い産業分野での「搬送」

の自動化ニーズにお応えして、日本が直面している労働力不足という社会課題の解決に貢

献してまいりたいと思います。 

こうした産業車両を活用した荷役等の物流効率化を図ることは、協会の活動の３つの柱

の一つとなっておりますが、残りの２つが、安全の向上と環境負荷の低減です。 

 

２つ目の安全の向上に関しては、来月７月３日に東京で６回目となる「フォークリフト

安全の日」のイベントを開催いたします。協会ではフォークリフトによる死亡災害ゼロを

目指しておりますが、残念ながら昨年は１９件の死亡事故が発生してしまいました。私ど

もでは、安全な製品のご提供と併せ、こうしたイベントも活用して、お客様に安全な使用

方法や事故が起きやすい注意点等の情報発信を行って、ゼロという目標を達成できるよう

取り組んでまいります。 

なお、今年の「フォークリフト安全の日」ですが、まだ席に余裕はありますので、会員

の皆様もぜひお客様にご紹介・ご案内下さいますようよろしくお願いいたします。 

 

安全について、グローバルな取り組みをご紹介しますと、産業車両の国際規格ＩＳＯ／

ＴＣ１１０でのフォークリフトと無人搬送車システムの安全関係規格の改正審議が活発化

しており、昨年は海外での１１回の会議に委員を派遣しました。 

 

http://www.jiva.or.jp/pdf/2026%20Announcement-SafetyDay.pdf


また、昨年１０月にはＴＣ１１０の総会を東京で開催し、９カ国から３７名が参加して、

５日間にわたり安全規格の改正審議を行いました。 

こうした国際会議の場においては、日本の意見が取り入れられるよう努め、多くの成果

を上げることができました。 

また今年の秋には、大阪でＩＳＯの無人搬送車の安全規格改正に関する会議を開催の予

定です。関係会員の皆様の積極的なご参加ご支援をよろしくお願い申し上げます。 

  

３つ目の環境負荷の低減に関しましては、産業車両製造業のカーボンニュートラル行動

計画に基づき、２０３０年度のＣＯ２排出量を２０１３年度比で３８％削減とする目標を

掲げ、その実現に取り組んでいるところです。 

 

また、産業車両をお使いいただいているお客様の脱炭素化をお手伝いさせていただくこ

とも大きな役割と認識しており、すでにフォークリフト販売の３分の２を超えた電気車に

続き、燃料電池車の導入促進に加え、昨年度、新たに発足した政府のバイオディーゼル燃

料の活用に関する政府の官民協議会にも参加して、今後に備えた活動を進めております。 

 

こうした業界のミッションの達成に寄与する、新たな製品やソリューションにつきまし

ては、今年は２つの国際物流総合展を開催し、そこでご披露させていただけると思います。  

まず６月には初めて福岡での開催となる「九州・東アジア国際物流総合展イノベーショ

ンエキスポ」、そして９月には東京で「国際物流総合展」を開催いたします。皆様と一緒に

盛り上げていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 以上、昨年の取り組みと今年の計画について簡単にご紹介させていただきましたが、こ

れからも会員の皆様と共に、産業車両のＤＸ、ＧＸ、そして安全といったテーマに対応し

て、新たな価値も創出し、それによって日本の物流の課題解決、そして未来の物流の構築

に寄与していくことで、業界の益々の発展を図ってまいりたいと思います。 



 最後になりますが、産業車両業界の益々の発展と、本日お越しいただきました皆様のご

健勝を祈念いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。                       

以 上 


